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1.問 題と目的
子どもの描画は、1歳半頃、なぐり描きと呼ばれる
点や線の往復といった手の規則的でリズミカルな運動
に始まり、その形は楕円やうずまき等に発達していく。
2歳頃の子ども達は描きながら意味づけをするように
なる。2歳半から5歳頃までの象徴図式期と呼ばれる
時期では意味づけが活発になり、円、四角、三角、十
字等の形が描かれ、複数の図形を組み合わせることで
人や物を表すようになる。5歳から8歳頃迄は複数の
図式を統合し、又、知識として持っている事柄を子ど
もの心象に基づいて図式的に表現される知的リアリズ
ム期と呼ばれる時期である。7,8歳以降の写実的リア
リズム期では3次元空間を、遠近法等を使用して画面
を一視点からの見えに統合し、視覚的に写実的な表現
へと発達していくと一般的には考えられている。
そのような中、一部の子ども達は描きたい気持ちが
あってもそれを絵に表す事が出来ないために苦手意識
をもっている。苦手意識には描画技能の未熟さによる
ものと、周りからの評価を気にするあまり自分の描い
た絵に自信が持てないため生じるものが挙げられる。
ではどの時期に、苦手意識が生じているのだろうカ㌔
田中(1997)は3,4歳を過ぎると、予め描こうとするイ
メージが子どもの中にはっきりし、形へのこだわりが
明確になり始め、思ったイメージ通 りに描けないと描
くことに気持ちが向かって行かなくなるとしている。
4,5歳ではイメージの展開を楽しむ描画が発展したり、
本物らしくリアルに描く楽しさを追及するようになる
と述べている。服部(2009)は、4歳半ば頃から何十回
も同じことに挑戦する 「技の時代」に入り、何回描き
直しても絵の仕上がりに納得できない5歳児の姿を著
している。このように3歳頃から5歳頃の時期に指導
が難しくなっているように思われる。
絵とは「般的には 「見たもの、経験したこと、知っ
ていること、心に感じたことなどを描材を用いて、色
と形と線などからなる形象にすること」と定義されて
いる。このように絵に対する理論が共有されている中
で、私たちは、出来上がった絵に対して評価する傾向
がある。そこには描画結果と描画対象との類似 ・指示
性、規範1生・普遍性に価値が焦点化される理論枠組み
があることを浜谷(2014)は述べている。保育者のまな
ざしが写実主義的、作品主義的となり、「上手一下手」
「本物そっくり一似ていない」のような二項対立的な
ものを含んでいるのではないカ㌔保育者がこのような
二項対立的な構図に囚われて描画実践する構図から脱
却し、多様な視点で捉えることで、子どもが主体的に
生き生きと楽しく絵を描く状況が生まれると考える。
質の高い実践にはその保育者なりの理論が存在して
いる。佐藤《1996)は、理論と実践の関係には 「理論の
実践化」、「実践の典型化」、「実践の中の理論」の3種
類あるとしている。「理論のi繍 七」は、教育実践を科
学的な原理や技術の適用として認識する立場、「理論の
典型化」は実践の典型化による理論の構築を追求する
立場であるとしている。そして第3の 「実践の中の理
論」は、教師や子どもが内面化している 「理論」の所
産として教育の実践を認識 する立場で、あらゆる活動
は活動主体に内面化された理論の遂行であり、あらゆ
る実践は理論的実践であり、活動に内在して機能して
いる理論であるとしている。ここでは、「実践の中の理
論」に着目する。保育現揚において積み重ねられてき
た実践を裏付け、理論1ヒしていく作業によって、保育
者の活動に内在して機能している理論 一 実践の枠組
み 一 が明らかになり、その中には共有可能な価値と
して意味をもつものも含蓄され、現場に還元できるの
ではないかと考える。そこで本研究では、インタビュ
ーを通して保育者の描画指導に内在する実践の枠組み
をナラティブ分析によって明らかにし、描画指導の在
り方への示唆を得ることを目的とする。
1.方 法
1.対象者
画一的な描画指導ではなく、子どもの自発1生を大事
にし、一人ひとりの子どもの個性に向き合 う保育形態
をとる幼稚園、保育園で、研究協力の了承が得られた
3都府県の6幼稚園、3保育園の保育者11人に、自ら
の描画実践に関するインタビュー調査を行った。
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2.インタビューの手続き
インタビュv・一・A期間は平成27年8月 から平成28年
11月迄、半構造化面接を行った。今までの描画に関す
る保育を振り返って、幼児の描画活動に関して印象に
残っているエピソー ド、例えば子どもならではの感性
だと感じたこと等、その時の保育者の想いや関わり、
他の子ども達との関わり等を自由に語ってもらう形で
筆者が保育者1名ずつ、1回につき30～40分程度イ
ンタビューを行った。
3.倫理的配慮
インタビュー開始時に、改めて本研究の目的を口頭
で説明し、インタビュー内容の研究使用とICレコー
ダーによる音声記録の許可を得た。音声データから逐
語録を作成する際、個人名は仮名表記とし、個人1青報
に配慮した。
4.データの整理と分析の視点
(1)1次データの作成
対象者の語 りはインタビュー直後に筆者自らすべ
て逐語録として書き起こし、分析の基本となる1次デ
ータを作成 した。
(2)2次データの抽出
横山(2012)が提唱したナラティブの重奏化の分析法
を参考にするqナラティブの重奏化 とは生活世界での
個別的な経験の脈絡の中で、当人、又は他者が行った
行為、思考についての語り(ナラティブ)を対象とする
分析方法である。異なる複数の人物(例えばAさ ん、B
さん)の、その語りの中で内容が 「出来事」、「登場人物」、
「身体的行為」、「情動的思考」のいずれか、またはい
ずれもの局面において偶然 「一致」していた場合、そ
れは前もって示 しあわされた内容ではなく、予期して
いなかったものになる。これを 「予期せぬ一致」とい
う。この 「一致」に当人、又は他者が気づき、その一
致を関連づけ、新たな語 りとして意味づけなおす。ナ
ラティヴの重奏化は異なる個人によって異なって意味
づけられた多様な出来事についてのナラティヴを 「一
致」に基づいて相互照射的に結びつけていくことによ
ってフィール ドに包摂された社会文化的景観と個々人
の主観的景観とを同時的に把捉することを目的として
構想された質的データの分析方法である(横山,2012)。
複数の保育者の語りの逐語録の1次データから 「予
期せぬ一致」がある 「出来事」「登揚人物」「身体的行
為」「情動的思考」の4項 目のうちのいずれか或いは
複数が偶然にも一致している箇所を抽出し、分析の対
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象とする。その結果、一致 したものは 「身体的行為」
「情動的思考」の項目が該当した。「出来事」に関して
は一致が見られず、「登場人物」に関しては倫理 ヒの問
題がある為、ここでは取り上げない。
(3)3次データの抽出
浜谷く2014)は、保育者の子どもの描いた絵に対する
視点として 「代理性 ・指示性志向一反代理性 ・活動性
志向」「規範駐・普遍性志向一個別1生・私的志向」の2
つの直交する座標軸を定義し、4つの象限からなる2
次元の座標に図表化している。「代理性 ・指示性志向」
とは描画対象の見えの通りに描くことを志向するもの、
或いは絵は何かを表しているものと捉えることである。
「規範性 ・普遍性志向」とは、例えば(目本)人の肌の
色は肌色といった、共通認識としてもたれていること
にベクトルが向くことである。本研究では浜谷に依拠
し、この二項対立に着目して分析する。2次デ・一・タか
ら上記の二項対立、「代理性 ・指示性志向一反代理性 ・
活動性志向」、「規範性 ・普遍腔志向一個別性 ・私的志
向」を包含しているナラティブを選択して3次データ ・
とし、分析の対象とした。その結果、「身体的行為」「情
動的、思考」の各々で、二項対立に関連するナラティブ
を抽出した。これらの各項目において保育者の代表的
な語りを提示しつつナラティブを解釈する作業を行っ
皿.結 果と考察
「身体的行為」としては、「自由画を指導する」「課
題画(経験画、観察画)を指導する」「真似をする子ども
を指導する」「色を塗ることを指導する」が抽出された。
「清動的思考」として 「描画指導は難しいと考える」
が抽出された。保育者が子どもの状態を客観的に理解
する語りもみられたことから、情動的思考に関しては、
この論文では 「情動がからんでいない思考」も設定す
る。その結果 「その子なりの描画活動の活発期や停滞
期についての発達の見通しをもつ」「子どもが自信をも
てたことをきっかけに変わる瞬間に気づく」が抽出さ
れた。
又、保育者11人のうち10人の語りの中に 「自由画
を指導する」「課題画を指導する」「真似をする子ども
を指導する」「色を塗ることを指導する」「その子なり
の描画活動の活発期や停滞期についての発達の見通し
をもつ」「子どもが自信をもてたことをきっかけに変わ
る瞬間に気づく」の各場面で絵が苦手な子どもに関す
るエピソー ドがあった。それらは、冒頭にも述べた描
画技能の未熟さによる苦手意識と周囲からの評価を気
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にするあまり自分の描いた絵に自信が持てないために
生じる苦手意識の他に、イメージ通りに描けないこと、
つまり描画技術の未熟さに自分が気づくことによる苦
手意識についての語りであった。これらの苦手意識に
対して保育者はどのような指導を行っているかについ
ても考察する。
1.[身体的行為]
(1)「自由画を指導する」場面の語り
2種類の身体的行為(何を描いたか質問しない、自
由に描ける前提条件を考えて関わる)について、それ
ぞれ2人の語 りの間に 「予期せぬ一致」が見られた。
1)何を描いたのか質問しない
保育者U;
(子どもが描いた絵を見て)「ああこれ、何何で しょう?」
って決めつけて言っちゃうと、「えっ違うよ。」ってなっ
ちゃってそれも、ショックだって。それとか、こちらが
「へえ、わあすごい。」「じゃあ、何か言ってみて。」(何を
描いているかの意)ってなっちゃう。で、そういう風にな
らないように。わからない時は、「これはもしかして一」
っていうところで止めとくんですね。「えっ、もしか して、
動物園にいるね、これね。」って、言って。「かっこいい
これはええっと 一 」「きりん」(と子ども)
()内は、筆者の加筆
保育者X:
(何を描いたのか)わかってもらえないから悔 しいんです、
子ども達って。「何を描いたの?」 「これこれだよ。」、「あ
ら、上手ね。」っていうやりとりは多分誰でもできる。で
もそうじゃなくって、「これを描きたいんだよな。」「あれ
を描きたいんだよな。」とか、表情を見ていて、話をして
いて 「もしかして、これは何何を描いたのかなあ?」 っ
て、「あ、違ったかな?」っていうことを言った時に、「そ
う!」って、(子どもが)そう言った時に、もう"にこお"
って笑うんですよね、その顔が凄く私、大好きで、絵を
描けたこととは別に、「すっこい喜んでたよ。」っていう
のをお家の人に伝えると、大体 「見たい。」って返事が返
ってきて、「見せて見せて。」っていうと恥ずかしそうに(子
どもが絵を)持ってきて、なんか「ああ上手ね。」ってもう、
その時には何を描いたかがわかってるからζ上手い下手
ではなく、「わあ、素敵ね。」とか 「よく描けてるね。」と
か、なんだかんだ皆さん、よく言ってくれるわけですよ
ね。そうするとまた更に自信がつく。
保育者Uは 、子どもが何を描いたか分からない場合
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は、「何を描いたの?」とは聞かず、にれは、もしか
して ・・」と途中までで止めておく言葉がけをしてい
る。あたかも分かっているかのような雰囲気を演出し、
子どもから答えを引き出す手法である。保育者Xも 尋
ねることなく、保育者が言い当てることにより、子ど
もとの信頼感を高め、子どもが自信をもつことに繋が
るとしている。子どもは保育者に分かって貰えた、受
け入れられたという安心感を得る。何を描いたか言い
当てられた後の絵は、「上手1下手」の次元から解放さ
れるということなのだろう。
子どもが何を描いたかについて気持ちが向かってい
る時、保育者が絵を評価する観点は、描画結果と描画
対象との類似性を志向している。浜谷(2014)は、水族
館で見た大きな亀を描いていた子どもがその亀の絵を
絵の具で塗 り潰してしまった場面で、保育者が 「亀さ
んが水の下の方へ行ってしまったね。また上の方へ上
がって来てくれるかな。」と言葉1卦けをしたエピソー ド
を紹介し、描画対象と描画の関係の類似性 ・指示性が
希薄になったり、場合によって無関係に行われること、
即ち対象と描画の関係を一旦切断する疎隔という概念
を導入することで、描画発達理論を拡張できるとして
いる。
類似性を志向しっっも、子どもが上手 ・下手の言『価
から解放されることを願 うあまり、言葉がけを工夫す
るということは、相反する事のように思われる。保育
者が類以性から自由になる、つまり類似性に囚われな
い部分で指導を行うことにより、上手 ・下手の評価か
らも解放されるのではないだろうか。類以1生に囚われ
ない指導とは、例えば描く行為そのものを楽しむ活動
や、色の美しさを楽しむ活動であることが想起される。
2)子どもが自由に描ける前提条件を考えて関わる
保育者N:
「自由に描いていいんだよ。」っていうと、何が自由で、
どういう風に描いていいかわからない子達がいる。そう
いう子たちに 「自由に描いていいんだよ。」っていうのは
とても酷なことであって、やっぱりその、描 く術ってい
うのを教えてあげるっていうのもやっぱり大事なことな
んだなと。
保育者U=
なんか課題があれば描ける、だけど自由画になると描
けなくなっちゃう子がいて、「自由画って、一番難 しいか
もしれない。」ということに(園内研修で)気付きました。
手をお膝にさせて集中させて、自由画の説明をする。余
計なこと沢山子どもに言って、「さあ皆さん、ゼ斉にどう
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ぞ」とかってやると、変な緊張感。で、描けたお友達は
外に遊びに行って(描けない子は)残され、「何でもいいん
だよ、虫とか好きじゃない?」ってまた、(保育者が)余計
なこと言ったりして、しかたなく(子どもも)「じゃあ、虫。」
とか。もう描けなくなっちゃうので。(そうならないため
に)まず描く環境を自由な雰囲気を作るっていうことで、
部屋 じゃなくて、ガラス張りで外が見える、テラスにな
ってる2階 の廊下に机を出したり、大きなホールに机一
杯並べて、年長2ク ラス合同で、「好きなところに行って
描いていいよ。どこでもどうぞ。」みたいなこと言ったり
して。気の合 う友達と座ったり、あっちこっち移動 した
りして、ちょっと遊び感覚をもっと助長 してあげるよう
に。そ して 「お絵描きをするんだ、楽 しみだね」ってい
う位 しか言わない、多 くを語らずに先生の一人言みたい
に 「先生も描こうかな。」とかっていう位ぱ敢えて言って
みたり。
保育者NとUは 、子どもが自由に描く為には前提
となる条件があると考えている点で 「偶然の一致」が
あったが、それぞれ前提としている条件は異なってい
る。Nは子ども達が描きたいものをどう描いていいか
わからない場面を想起し、自由に描く為にはある程度
の技術的な指導も補助的に行うべきであることを示唆
している。これは鬼丸(1996)が、「技術と創造は別物」
であるとし、妙 鯛 どもには櫛 舳 騰 を行う
ことは好ましくないと述べていることと異なるが、N
はある程度の技術的な指導によって、子どもは 「描け
た。」という満足感を持て、更に 「絵を描いてみよう。」
という動機づけに繋がると考えているのだろう。
保育者Uは 、保育者が自由に 「描いていいよ。」と
か 「自由に描きなさい。」という言葉がけがかえって子
どもが描けなくなってしまう状況を創り出し、保育者
の言葉がけに細心の配慮が必要なだけでなく、子ども
が自由な遊び心をもつことができるような雰囲気や環
境をつくっておくことが大切であると考えていること
が覗える。
(2)「課題画(経験画、観察画)を指導する」場面の語り
課題画の指導場面で、その子どもなりの表現を認め
る点で、2人の保育者の語りに 「予期せぬ一致」が見
られた。・
保育者R:
(5歳児 女児)その子は身体が大きくてね、何でもでき
るって周りからそういう見られ方をしていて、でも絵画
部分に関しては、運動面に関してもかな、意外と苦手意
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識がある。描かないからなかなか幼さから脱却できない
部分があったりして、その子がキリンの絵を描いた。で
っかくのびのびとね、意外と他の子達って、きりんを描
く時に黄色と茶色 黄色と黒っていう感覚で描 くことが
殆どなんだけど、その子は白を使ったんですよ、白に茶
色とか黒とかの模様を描いた。でも実際、きりんを見る
と、黄色じゃないんだよね、あの線って、茶色の、黄土
色みたいな点々があって、あれだって白、ベージュみた
いな色。でも概念で、大人も子どもも、きりんっていう
と、黄色で描いて点々の模様がある、概念としてあるか
ら、そのお母さんがそれを見た時に、「すっごく大きくて
彼女がこんな絵を描けるとは思わなかった。でもね、白
よね、きりんってこういう色 じゃないですよね。」って言
った。そのお母さんは子どもを認めはするんだけど、そ
の後に否定が入る。「でもこうじゃないですか。」みたい
なことを子 どもの前で口にしちゃう。でも、その子はよ
く見て、その子なりに考えて色を選択 した。
どんな絵であっても否定をしない、否定をしないで、
その子なりに考えたこととか、自分ではわかってないか
もしれないけど、なんでもいいから人と違 うところとか、
頑張ったところとか、そういうところをとにかく伝えて
いく、それはやっぱり凄く大事 じゃないかなって。それ
は絵だけじゃなくて全てに対 してそうじゃないかなって
思いますね。
保育者0=
3歳っていうのは自由だから、(経験画で)絵を描くにし
ても、そこに混在するわけですね、「あら、雨が降ってる
のに太陽が出てるの?」 なんていうことは関係ないわけ
ですよ、彼らの中ではね、彼らが持ってる或るス トー リ
ーとかイメージを、「こうなってるんだ。」で、「こうなっ
たの。」っていうのを1つの画面にしていく、描いてるう
ちに話が出てきて、彼らの持っている表現 したいものっ
ていうか、お話をその画面に形にしていく、表 していく
っていつ・・
混在 しているように見えてもその中では時間の経過が
あったり、雨降った後に晴れたりとか、その子なりのス
トーリーが一枚の絵の中にあるんですね。だから私達に
してみれば、なんか写真のようにそこに切 り取ったもの
を絵にするっていうようなね、そんな風なものを超えて
行って子どもの中ではそんな風に変わってこう、お話が
そこの中で進んでいくみたいなことも経験ナることもあ
りますね。
保育者Rぽ きりんを見たままの色で概 羊掘 、
ら、自分達は既成概念で物事を見る傾向があるということ
和田美輪 幼児の描画指導において保育者は自らの実践を どう捉えているか
を、振り返ることで気付いている。Rはどんな絵であって
も否定せず、その子なりの表現を見つけ出そうという気
持ちを表している。このRの 指導の特徴は他と違うことを
褒めるという点である。個別性・私的志向にベクトルが向
いている指導といえよう。
保育者0は 、子どもが経験画を描き始めていく中で、
次第にその子どものス トー リー が紙面に展開していく
様子を語っている。経験画ではなく、自由画に近付い
ていく中で、色々な、相反するものが混在していく様
子を、その子なりのス トー リー と捉えている。写真の
様に切り取ったものが絵だという写実的なイメージで
はなく、その子どもがお話を展開していった結果、色々
なもので満ち溢れたという風に捉えている。反代理性
と個別1生・私的志向に向いている指導観である。浜谷
(2014)が述べた、絵とは3次元の空間理論に時間軸を
加え4次元的経験を表したものだとする描画発達理論
を保育者0は 持っていると思われる。
(3)「真似をする子どもを指導する」場面での語 り
真似 をすることか ら子 どもの個性的な表現に導 くと
い う点で、2人の保育者の語 りの間に 「予期せぬ一致」
が見られた。
保育者R=
真似て描くっていうのは、本来自分が持っているイメ
ージやそういうものを描いていく上で、凄いマイナスな
のかなって思った時期があったんですが、色々やってい
くうちに、やっぱり人間なんであれ、真似るっていうこ
とが、色んなことのスター トなん じゃないかな?ってい
う風に思ったんです。だから絵にしても何にしても、真
似でも良いから、自分で描けたとか、出来たとかってい
う、その感覚が育つっていうことが必要かなって。
同 じ真似で描いても絶対に同じものはつくれない、描
けない。その子なりの何かがどっかに必ずある。だから
そこのところを見つけて認めていくっていうことが凄 く
大事なのかな。それと真似て描けるって意外と大変なこ
とだよね。
保育者U=
描けるのに、敢えて幼稚園で絵を描 く時に、描かない
でお友達の真似、まるで同 じ自由画の絵を描 く子とかが
いるんですが、それは真似るっていう自由画なんで。そ
れも個性なので。真似てるからといって、「なんかこの子
と一緒に座ると真似 しちゃうから離 して座らせる。」って
いう先生もいるんですけど、そういうのも認めてあげた
方が、子どもって単純なんで、あるきっかけで、心ない
言葉で結構、心閉ざしちゃって余計に描けなくなっちゃ
25
ったりとか。何が目的かというと自由に楽 しく描くこと
なので。
保育者Rは 、他の子どもの真以をする行為は、全く
の真似(模㈱ に終わらず、次第に自分なりのイメージ
を持ち、創造的な表現活動が展開する可能性があると
考え、真似する中にもその子なりの何かが必ずあり、
その何かを発掘することが必要だと考えているように
思われる。
保育者Uは 、子どもの自由で楽しい表現活動を展開
することを重視し、真似を側生と捉え、認めていくと
いう姿勢を表している。保育者Rの 「真似して描ける
のも意外と大変なこと。」、保育者Uの 「真似るってい
う自由画 」という考え方は、真似、いわゆる模倣はイ
ミテーションやコピーであるという一般的な考え方と
は異なる切り口から捉えている。2人の語 りからは描
き始めの抵抗感をなくすという意味で、模倣から入る
ことが有効なときがあると捉えているように思われる。
(4)「色を塗ることを指導する」場面での語 り
色を塗る活動を、色に対する子 どもの感性を育てる
目的で行っているとい う点で、3人 の語 りの間に予期
せぬ「致が見られた。
保育者N=
3歳4歳 と経て行 く中で、ほんとに描けるようにもな
ってきてるっていうところ、でもそれもある程度の取 り
組みというのが勿論あって、必要だと思うんですけど、
あんまり僕、そんなに好きではないんですけど、塗り絵
なんか、子ども達なんか好きだからよくやるんですよね。
曼茶羅模様の塗 り絵を使 うんですけどね。最初は全然、
そのものと合った色 じゃなくても塗 り込んでいくんだけ
ど、だんだんその色合いを使うようになっτきたりして、
まあ、見たものと同 じような色合いで描いていったりと
いうことだったり、線に沿って塗ることができるように
なってきたりと、そこら辺の技術的なところも遊びの中
でやれるようになってくると、絵にもそんなに、自信が
なくなるっていうのがまた、ちょっと溶けてくるという
か、ほぐれてくるというか、それも友達と一緒にやっぱ
り描 くことの楽 しさだったりとか、そういうのもまああ
ると思うんで。
保育者W=
5時以降の保育の中で3歳4歳5歳 が一緒 二合同保育
をするんです。年長の巧みな絵を、やっぱり3歳もずっと見て
るですよね。幾何模様の塗り絵って知ってます?正 方形の紙
に、色んな幾何的な模様なんですよ。色んな種類があって、
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そこにこう、色鉛筆で塗っていく。それは何故それをするかっ
ていうと、ここで色の面白さ、そこまで、まあ遅帰りだから追求
してないんですけど、まあ、それも面白いねということで。(保
育者も加わり、会話しながら)ことここの色が違ってたら凄(
きれいやし、これからまた色々混ぜたりしながら。一略 ・それ
を今度やっぱり4歳児クラスも去年くらいからクラスの部屋に
もこの紙を置いといて・・
保育者0=
年齢にもよるとは思うんですけど、ひとつは蜜ろうの
クレヨン使ってるんですね。で、そのクレヨンですと、
青と赤を上手 くあれすると、紫になった りとか、画面上
で色を作っていくことができる。色の重ね具合を調節す
る事で、色のグラデーションを作る事ができるんです。
2色以上でのグラデーションができるのって珍 しいです
よね。絵の具でもグラデーションは難 しいでしょう。
一般的に幼児の描画教育では技術的な指導の是非が
問われている。保育者Nは 、技術的な部分をサポート
する描材として塗り絵を使用している。ある程度の技
能が伴えば、自分のイメージを表現することができ、
結果的に苦手意識の軽減に繋がると考えている。苦手
意識が軽減していく様子を 「溶けてくる」と表現して
いる。N独自の表現である。Wは、どの組み合わせに
すれば美 しく感じるかといった、色の組み合わせを考
えて遊ぶことが、色に対する感性を育てることに繋が
ると考え、描材として塗 り絵を使用している。NもW
も絵柄はキャラクターではなく幾何学模様や曼茶羅模
様を選ぶことで、色の塗り方次第で色々な形が浮かび
上がってくる遊びも展開できるよう配慮している。
日名子(2009)は、塗り絵によって意識的に画面構成
などが出来るとは考えておらず、輪郭線、色の指定を
行うことは大人の概念を植え付けるもの、つまり塗り
絵を規範性をもつものとしている。NやWの指導は塗
り絵を子どもの色彩感覚を育てる描材と捉えて使うこ
とで、規範性にはベクトルは向いていない。
保育者0は 、絵の具やクレヨンが手にべたつくこと
による絵の苦手意識を解消できるものとして蜜ろうの
クレヨンを使用している。画用紙の上で、色を混ぜ合
わせることで豊富な色を生み出せる特徴は、色の表現
不足をカバーでき、色の組み合わせによる新たな色の
発現は子どもの感性を育てると考えている。実物に似
た色を使えるというような指導ではなく、その子なり
の色の感性を引き出すことで、絵を描く楽しさの世界
に導いていることが覗える。
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2.[情動的思考]
「描画指導は難 しいと考える」
子 どもの 自然な発達に任せるのか、大人が介入す る
のかとい う点で、描画指導は難 しい と考えていること
について、2人 の語 りの問に 「予期せぬ一致」が見ら
れた。
保育者P:
絵の指導っていうのは難 しいなあって思いますね。そ
の子のやるままにしてお くのがいいのか、やっぱりこれ
を表現 したいんだったら、もう少 し 「手は何本ある?」
とか 「顔にも耳があるよね。」って気付かせていく時期が
あってもいいかなとか、なんだかそれがいつもいつもっ
ていうわけ じゃないんだけど、その子の発達に合わせて
ね、でもなんかこっちが往々にして、大人がよしとする
ような絵にしがちじゃないですか。「もうちょっとここ描
いたら?」 とか、「空白が。」とか、隅に描いてたら 「も
うちょっとここに描いたら。」って言っちゃいますけど。
保育者R:
ノト学校の高学年位になってくると、色の使い方が凄 く
暗 くなるじゃない。よりリアルっていったらおかしいけ
れど、原色で使ってばあ～って描 く子がまずいなくて、
色を混ぜ合わせて、描いていくから何となく全体的に、
こう、暗～い自画像とか、そういうのを描くとね、なん
か凄 く暗いなって。もうちょっとなんとかなんないかな
って思うんだけど、あれもやっぱり一つの年代的な一つ
の経験になっていくのかなって思 うとね、皆ああなっち
ゃうのも寂 しい気がするよね。だから絵っていうのは難
しいなっていうのは凄く思う。
展覧会みたいなのを幼稚園でやってる時、ノハ学校の図
工の先生が見に来た時に、「こういうタッチって、子ども
じゃなきゃできないんだよな。この時期にしか描けない
んだよね。大人になったら描けないんだよね。」って言っ
たんだ。 「ああそうか。」って。要するに色んなものが入
っちゃうと、思 うように動かせないっていうことを言い
たかったんだと思うんだけど。だからそういう風にどん
どんなってくるのはしかたがないのかな。やっぱりね。
難 しいことだな、凄 く。
保育者PもRも 、描画指導の難しさを挙げている。
Pは子どもが何かを表現したい場面で、保育者がその
対象物の特徴を気づかせる等、指導や助言を行うこと
の是非を自分自身に問い直している。一方で子どもの
自然な発達に任せてもよい絵になるとは限らないとい
うところに絵の指導の難しさを感じているように思わ
れる。Rは子どもの屈託のないダイナミックな描画を
和田美輪 幼児の描画指導において保育者は自らの実践をどう捉えているか
見た小学校の教師の話を引用し、色々な知識が入るこ
とで子どもが本来持っているのびのびとした表現が損
なわれることになるのではないかと懸念していること
が覗える。
3.[情動がからんでいない思考]
2種類の情動がからんでいない思考(「その子なりの
描画活動の活発期や停滞期についての発達の見通しを
もつ」、「子どもが自信をもてたことをきっかけに変わ
る瞬間に気づく」)について、それぞれ保育者の語 りの
間に 「予期せぬ一致」が見られた。
(1)「その子なりの描画活動の活発期や停滞期について
の発達の見通 しをもつ」
保育者W:
その子の、感性の面白い子がどう変化していくかっていうの
は凄い面白いですよね。追及していくの、追っていくの。どの
辺で変わってくるんだろう。っていう、まあ、その子その子によ
っても違いますけど、ちょうど3歳児クラスで変わってくるのか、
2歳児クラスま'(ftま皆、なぐり描きのところだから、グルグルま
るで、なぐり描きしていって、3歳で頭足人で、最近早いから2
歳から頭足は、出たりはしてますけど、そこで凄い巧みに榔 、
てたのに、描けなくなることもあるし、乳児期に巧みに描いて
たから、4歳5劇 まんまに巧みに描くっていうのはそうでも
ないです。そこに何があるのか?や っぱり経験とか、色々な
経験、そこに自分がこう、出しきれてるとかそういうのが全部
関係してくるんとちゃうかな、とは思ってるんですけど。
保育者X:
絵を描くって考えたら、ほんとに3歳4歳5歳 の3年
間っていうのは、凄く大きい気が します。それがどの時
期にその子の絵を描くことのピークが来るか。
ピークが来た時に、今まで月齢が高いから小さい子と
比べると上手にできると思ってたのが、どっかで抜かさ
れるんです。できないと思ってた子ができるようになっ
た時の焦りみたいなのが。そうすると、その子が一生懸
命やったものを悪 く言ってみたりとか、そういう姿が見
えた時には、こっちでその子には、一緒に鬼ごっこした
り、サッカー したり。そこで絵を勧めちゃうと、絵を描
くことが凄く比べられちゃうみたいな気持ちになるので、
絵ではない別のところで、「お手伝いしてくれるかな?」
とか、「重たい荷物を持って くれて凄いね。」みたいな、
そういう意味では保育園はほんとに生活なんで、一緒に
いる時間も長いし、「あの子はこういう事ができるように
なった。」とか、「あの子は走ることが速いけど、僕は絵
を描 くのが上手だ。」とか、何かそういうお互いのことを
わかっていて、一緒に喜べるというか、なんか絵だけで
決めないというか、そういう風に考えて指導 していかな
いと。絵を描 くっていうこと一つに しても指導の仕方は
難しいかなって。
年長さんは小さい子を寝かしつけてくれるとんとん当
番があるんです。だからクラスの中では、月齢の低い子
達は、月齢の高い子に勝てなかったりとか、性格上の問
題も色々あるんで、クラスの中だけじゃなくて保育園の
中で、年長さんっていう気持ちを育てるっていうか。
大体3歳 位だと、活動 しようって言った時に、 「やっ
た1!」 ってすぐ乗ってくる。4歳位になると、「ええ～
っ」て。「なんか何何ちゃんは、上手だけど。」みたいな
感 じが出てきて、で、5歳 になると保育園の中で一番大
きいお兄さん、お姉さんだから 「頑張んなきゃ。」みたい
な、何かこう、ちょっと無理をするみたいな、疲れちゃ
ったりする、でも 「さすが雪組さん。」とかって言われる
と、また気持ちも乗っちゃうし。
子どもの描画活動が活発な時期と停滞する時期につ
いて2人の保育者が言及している。彼らは子ども達が
今までぱ`巧みに'描けていたのが、描けなくなってき
たり、周囲の子どもが一生1命描いたものを悪くいう
姿に、その子どもの描画活動の停滞を感じているの蔑
保育者が 「ピー ク」と表現していることは、その子ど
もの描画活動が活発に行われる時期のことであり、そ
の時期を境にして、その活発な描画活動が低下してい
くことを述べていると解釈できる。
ところで、4歳児の発言の 「なんか何何ちゃんは、
上手だけど。」という部分に着目する。服部(2008)は、
4歳児の時期には自分が描くよりも他の子が描くのを
じっと見てなかなか描かない子が目立つことを指摘し
ている。4歳は今まで自分なりに周りの環境から取り
出した規則性を手がかりとして物事を意味のあるまと
まりに分節化し、再構成する時期だとしている。その
過程で物事を注意深く見たり、立ち止まって考えたり
するようになり、分節1ヒすることでこれまでとは違っ
て見えるようになる為、世界を再構成するのに留まっ
ている状態が「発達のU字現象」であると述べている。
具体的には3歳でできていることが4歳で一旦できな
くなり、5歳で改善される例を挙げている。保育者X
の語りの中の3歳 、4歳、5歳の様子は、服部の 「U
字現象」と同じカーブを描いているように思われる。
一方保育者Wは 、乳児期に"巧み'に描けている状態
が4歳、5歳でも継続するとは限らないとし、子ども
が"巧み'に描くには、色々な経験と子どもが自分を出
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しきれていることが必要ではないかと考えている。描
画活動をはじめとして、言葉での表現や歌を歌うこと、
身体を動かすこと等、日常生活における様々な活動は
表現(表出)活動である。川地(2016)は、小学1年生に
文字の指導が導入される際、はなし言葉でのコミュニ
ケーションが豊かにあることが前提で、そのためにた
っぷりと言葉の世界を楽しめる生活があることが必要
であるということ、そしてそれは幼児期の描画指導に
おいても同様であるとしている。Wも、日常生活の中
で、感清の表出がなされ、豊かなコミュニケーション
が展開されることで、子どもの描画活動は促進される
と考えているように思われる。
(2)「子どもが自信 をもてたことをきっかけに変わる瞬
間に気づ く」
絵が楽 しく描けていることと、他の表現活動を含む
日常生活で子 どもが活き活きとしていることが密接に
関係す ると捉えている点 と、自信をもてたことをきっ
かけに子 どもが変わることに保育者が気づいた とい う
点に 「予期せぬ一致」が見 られた。
保育者X:
絵が描けるようになったことを、こう、ちょっと自信
がつ くと、リトミックの時間に歌を歌いだしたりだとか。
名前を呼んだ時の 「はあい。」っていう返事がちょっと大
きくなってっていうのは、私は凄 く繋がってる気がしま
す。それが最初が絵かもしれないし、最初が歌を歌うこ
とかもしれないし、何か別のことかもしれないけれども、
何か自分でできるようになりたいって思ったことができ
るようになると、それは全てにおいて、表情も明るくな
るし、笑い声も大きくなるし、私達に声をかけてくるこ
と、「先生、何何 したい。」とか 「何かするよ。」って言っ
た時の活動、反応とかも、今までちょっとこう、自分に
は無理みたいな表情が、がらっと変わるというか、小さ
いうち、出来なかったことがちょっと大きくなってでき
るにようになったっていうのは凄 くス トレー トに 「わあ
っ。」って表情が変わってくるんです。
保育者S=
保育園に来た時に、ずっと全然絵が描けなくって、自
分は自分でいいんだって思った時に、(4歳になる直前)絵
が描けるようになった。だからほんとに、絵だけ取 り出
すん じゃなくって、日常の遊びとかにくっついてるんだ
なあって思って、見ていてもほんとに気持ちのいいほど、
「私は私。」
小学校へ行ったら、別に絵だけじゃな くって他にも
色々なことをして、別に絵が上手 じゃなくてもっていう
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のはあるけど、絵が描けなかった子がなんとなくでも描
ける様になると、なんでもそうだけどできなかったこと
ができるようになると、気持ちが軽 くなってそれをきっ
かけにして、他のことにも取り組めるようになる。いろ
んなことがくっついているんだよね。日常生活にくっつ
いているんだよね。
保育者T=
A君は描く事に自信が持てず、一斉活動の時間に、なかな
か自分から描くことができない状態でした。描きたい気持ちは
あっても、自分がイメージする通りに描けないのではないかと
いう自信のなさが、A君の手を止めているように見えました。
A君 から保育者こ「(自分の)手を持って(一緒に描いて)。」と
要求することが多かった。「目はどこに描く?」「ここにする?」
など相談する形で、さっと手を動かすのではなく、子どもの手
の動きを感じながら自分の手を子どもの手に添えました。やり
たいことは何か掴みたい想いで、手で感じようとしました。好き
な遊びをする時間に(1対1で)関わりました。(この活動ま1年
近く続いた。)
4歳児3学期、A君は「手を持って」とは言うものの、自分か
ら手を動かすようになっていきました。保育者は、手を添えな
がら「もうすぐ保育者の手を必要としなくなるかもしれない。」と
思いました。
3人の保育者は、子どもが変わる瞬間に気づいてい
る。Xは絵が描けるようになると、それに伴って歌を
歌い出したり、大きな声で返事が出来るようになると
いった変化が子どもに現われることを語っている。絵
もリズム運動も、自分の想いを表現する手段である。
其々が繋がって、共に発達していくことを示唆してい
る。保育者Sの 場合は、「私は私」でいいと思えるよ
うになった子どもが、絵を描けるようになったエピソ
ー ドを紹介している。自己肯定感とは 「自分の在り方
を積極的に評価出来る感庸、自らの価値や存在意義を
肯定できる感1青等を意味する言葉」(実用日本語表現辞
典)であると定義されている。 「日常生活にくっついて
いるんだよね。」という表現はS独 特のものである。
苦手であった絵が描け、心が軽くなりそれに伴って他
のことにも前向きに取り組めるようになる。絵が描け
ることは自己肯定感がもてるようになるきっかけにな
り得るということを示唆しているように思われる。浜
谷(2013)は、・「どの子にも1年間の中で子どもの変化の
きっかけになる瞬間がある、そういう確信がある。」と
或る保育者の語りを著している。保育者Tは、手を添
えないと絵を描けなかった子どもがいつの間にか自分
から手を動かすように変化してきたことを語っている。
和 田美輪 幼児の描画指導において保育者は自らの実践をどう捉えているか
子どもの変化をTは 手を通して感 じとったのである。
その子どもはそれまでは砂場で併行遊びをしていたが、
絵が描けるようになった同時期に他の子どもと協同で
遊べるようになったという。ここにも子どもの変化の
きっかけに敏感な保育者の姿がある。子どもの自己肯
定感を育む保育者の気づきが見受けられる。
ガードナー(1996)は、5歳から7歳までの時期は 「図
形的な経験や表現の領或だけに限定されるものではな
い、子どもの歌 う能力、物語の能力、積み木積み、自
由な身振 りや優雅な踊りへの興味等一これらすべての
領域に渡って、集中的にある時期の到来がある。・・
略 ・・共感覚の年令、それは他のどんな年令よりも感
覚の諸システムの間の翻訳を簡単に成し遂げてしまう
時代である。」とし、複数の能力が共鳴し合って、子ど
も囎ll造性が活園 ヒすることを著している。「感覚の諸
システムの間の翻訳を簡単に成し遂げてしまう。」とは、
1つの能力が活閨 ヒすると、その能力が他の能力を高
める点火剤のような働きをする、或いは1つの能力か
ら他の能力へと繋がるという風に解釈できる。Xが語
った、1つのことをきっかけにして複i数の能力が連動
して働くというエピソー ドは、ガー ドナーの述べてい
ることと一致しているように思われる。
皿一i小 括
本研究では、インタビューを通して保育者の描画指
導に内在する実践の枠組みをナラティブ分析によって
明らかにし、描画指導の在り方への示唆を得ることを
目的とした。保育者の語りから浮かび上がった指導観
についてまとめると以下のようになる。
[身体的行為]の「自由画を指導する」場面では、2
種類の身体的行為(「何を描いたか質問しない」、「自
由に描ける前提条件を考えて関わる」)について 「予
期せぬ一致」が見られた。子どもが何を描いたのかに
ついて保育者の意識が向いている時、保育者が絵を評
価する観点は、描画結果と描画対象との類以1生を志向
しながら、子どもが評価の目から自由になることを願
っていることが覗える。又、言葉がけに細心の配慮が
必凄 なだけでなく、子どもが自由な遊び心をもつこと
ができるような雰囲気や環境をつ くっておくことが
大切だと考えている。別の保育者は自由に描く為には
ある程度の技術的なサポー トが必要と考えている。こ
のように子どもにとって 「自由」に描くことはどうい
うことか、保育者はどのように指導していけばよいか
を省察した結果、導き出された指導観であることが覗
える。
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「課題画を指導する」場面では、その子どもなりの
表現を認める保育者の姿が見られた。子どもが描いた
1枚の絵の中に雨が降ることや晴れることが混在し、
混沌としているように見えてもその中では時間の経過
等、その子なりのス トー リーが展開されていることを
捉えている。「真似をする子どもを指導する」場面では、
保育者は、真似をすることはその子どもの働 生と捉え、
描き始めの抵抗感をなくすという意味で、真似(模㈱
から入ることが有効なときがあると考えている。「色を
塗ることを指導する」場面では、色を塗る活動を、色
に対する子どもの感性を育てる目的で行っている。描
材として塗 り絵を使用するが、絵柄は幾1可学模様や曼
茶羅模様のものを用いることで、色を塗る場所や色の
組み合わせにより、色に対する子どもの感1生が引き出
せるよ う配慮している。晴動的思考]の「描画指導は
難しいと考える」場面では、子どもの自然な発達に任
せるのか、大人が介入するのかという点で、描画指導
は難しいと考えている。保育者は自らの実践を対象化
し、省察している様子が覗える。階動がからんでいな
い思考]では、2種類の情動が絡んでいない思考(「そ
の子なりの描画活動の活発期や停滞期についての発達
の見通しをもつ」、「子どもが自信をもてたことをきっ
かけに変わる瞬間に気づく」)が抽出された。前者にお
いては、保育者は或る時期を境にして子どもの活発な
描画活動が停滞していく様子を感じ取っている。後者
では絵が楽しく描けるということと、他の表現活動や
日常生活で活き活きしているということが密接に関係
していることに気付き、子どもが自信をもてたことを
きっかけに変わる瞬間を保育者は捉えている。
ところで、冒頭でも述べたが保育者11人のうち10
人の語 りの中に、子どもの苦手意識に関する語りが見
られる。保育者の語りをまとめると苦手意識は次の3
種類が挙げられる。
(1)描画活動の未熟さによる苦手意識(2,3歳頃)
(2)描画活動の未熟さに(子ども自身が)気付くことに
よる苦手意識(4歳頃)
(3)周りからの評価を気にすることで生じる苦手意識
(5歳頃》
では、ここで上記のそれぞれの苦手意識に対してど
のように保育者が指導を行っているのかをみていく。
皿一ii苦手意識の違いによる指導
(1)「描画技能の未熟さによる苦手意識1、(2)「描画技
能の未熟さに気づくことによる苦手意識1
保育者V:
「教育科学研究」第31号2017年3月
4歳の子って、凄いプライ ドが育つ時期だから、凄 く
そういうプライ ドがあって、きちんとしたものを作 りた
い、なんかそんなに上手くできてないものを 「上手 く描
けたね。」なんて評価されたくないっていうところも逆に
あるので、だから 「上手だね。」って言って欲 しくない。
「なんか、長っ細 くなっちゃったね。」っていう感 じで、
別に 「下手」とかっていう単語 じゃな くっても、事実と
してそういう風に言われた方が、「ほんとはこうは描きた
くはなかったんだね。」とか、例えば 「うん、なんか描い
てるうちに、なんか、止まんなくなっちゃったんだよね。」
みたいな想いってある じゃないですか。「それでいい。」
って言って貰った方が、その時の気持ちをそのまんま、
受け留めて貰えた方が、絵の完成度としたら低いけれど
も、「気持ちとしてはこうなんだよね。」っていうのがあ
るじゃないですか。
年長になると、結構完成度を求めて、「上手く描きたい
からもう一枚 くれ。」とかね。一年違うと違うような気が
しました。自分がこういう風に描きたいみたいなことを
結構明確に思っている子 も、勿論そうじゃない子もいま
すけれども。
保育者Vの 語りの中には、今までなんとなく出来て
いて 「上手ね 」と褒iめられ満足していたことが、自分
が描いた絵をある程度客観的に一歩引いて見られるよ
うになった結果、自分の描画技能の未熟さに気づいて
しまい、「上手」と表現されたくない4歳 児の姿が表
れている。描画対象に対して、自分の絵が似ているか
どうかを意識し始める、つまり相対的に評価し始める
ことの表れであることが覗える。年長になると更に上
手に描くことへの想いが強まり、描画対象に近づける
為に、何度も描き直す姿をVは捉えている。
保育者Vの「その時の気持ちをそのまま受け留める」
という考え方は他の保育者の語りには見られなかった。
Vは 「気持ちとしてはこうなん芯 」と、子どもの想い
をあえて代弁することも必要 だと考えているのであろ
う。「そのまま受け留める」ということは、一歩間違え
るとその子どもが自分を 「下手」と評価したことを保
育者が肯定しているようにも受け取られかねない。そ
の状況下でVは 「長っ細く」とい う具体的な表現を用
いており、その表現が子どもの想いとピタリと一致 し
たことで、「気持ちを分かって貰えた。」という子ども
の満足感に繋がったようである。子どもがどう描きた
いのか、何にこだわって描きたいのかということを一
歩踏み込んで丁寧に読み取り、子どもの気持ちに寄り
添 う姿が見られる。
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保育者X:
それがね、小さい時(2,3歳頃)から出来ちゃう子だと出
来て当然で、あの、上手く描けなくなるって事に自分で
気付 くとすねてしまう。小さいうちから何となくクラス
の中でも月齢が高 くて、自分より皆は小さい子みたいな、
集団の中で自分はお兄さんだ、お姉さんだって育ってき
た子っていうのは、自分が絵を上手に描いてないかもし
れないとか、人はどう思うだろうかとか、出来るんだけ
れどもやりたくないみたいな、自信が、プライ ドが傷つ
けられるのを恐れるみたいなね、何かちょっとそういう
反応が見えるんで ・・
同じ年齢でも、2,3歳の頃は月齢の差は大きいよう
である。月齢の高い子は月齢の低い子に比べて、それ
までは自分が上手に描けていると感 じていたが、成長
するにつれ、周りの子ども達も描画技能が追いつき、
自分がもはや優ってはいないことに気付いてしまうこ
とによる苦手意識について保育者Xは述べている。他
の子どもより自分が描いた絵は上手ではないと気づく
ことは、ある程度、客観的に自分の絵を一歩引いて見
られるようになったあらわれだと捉えているように思
われる。このタイプの苦手意識への対処として、保育
者Wは 次の様に語っている。
保育者W=
お友達との絵と自分のを比べてしまって、苦手意識を持つ
子については、上手な子の隣には座らせない。あえて同じ位
の子どもの隣に座らせて安心させる。
描画技能のレベルが同程度の子どもの隣に座 らせる
ことで、自分の描いた絵を上手下手で判断してしまう
傾向にある子どもも、他の子どもの絵と比較して劣等
感を感じることから免れると考えているのであろう。
Xの見解であれば月齢の低い子どもは当初、月齢の
高い子より描画発達が遅れているが成長と共に絵が上
達することで描くことが楽しめるようになる。この苦
手意識は、「描画技能の未熟さに依るもの」である。「子
どもが自信をもてたことをきっかけに変わる瞬間に気
付く」でも述べたが、最初描くことに苦手意識をもっ
ている子どもの描画活動は、何かのきっかけで自分に
自信がもてるとヅ気に他の能力とも連動して開花する
とXは考えているのだろう。つまりXは、早い段階か
ら絵に対する苦手意識をもつ子どもに関しては、その
子どもの自己肯定感を高めるような働きかけをするこ
とで、軽減が見込まれると考えている。一方で、4,5
歳頃迄、抵抗なく描画活動を行っている子どもは自分
自身で評価したり、他者から言漸面されることを気にし
和田美輪 幼児の描画指導において保育者は自らの実践をどう捉えているか
て 自分の描いた絵に対 して自信がもてなくなる結果、
苦手意識が生 じると考えてお り、このタイプは、絵が
描けるのに描こうとしないところに特徴があると分析
していることが覗 える。
保育者U=
苦手っていうのは、・・略 ・・最初はでも、楽しく 「こ
れママ。」、「これパパ。」って描いてるんですけど、だん
だん気づいちゃうんですよ、「僕はちょっとお友達と絵が
違 う。」って。・・略 ・一 自分の描いた絵に関 してお話
ができると、あまり苦手っていうよりは、描いて楽 しい
だとか、描いて先生に見せたいって、どんな絵でも描い
てきてくれたら黒板に貼ったりとか、なんかそういう繰
り返しですね、そしたらだんだんと絵も出てくるし。
子どもが言ったことに関して、繰 り返 してあげたりと
か。「これママなんだ。」「へえ、ママなの、素敵だね。」
とか、「わあ、なんか綺麗だね。」とか、そんな、なんか
形容詞をつけてあげたりとかすること。綺麗とか、かっ
こいいとか、素晴らしいとか ・・
これは冒頭の部分が、楽しく描けていた年少時、次
に自分の絵が友達と違うことに気づく年中時について
の語 りである。ここでは服部(2008)が述べる 「u字現
象」が見られる。年中の時期は他児と比較して委縮し
たり、自分を評価し描けなくなるようである。その自
己完結型の苦手意識を軽減する方法として、子どもの
発言を保育者が繰り返したり、形容詞で褒めるという
手法を用い、子どもから自分の絵についての話を引き
出すことで苦手意識の軽減を図っている。子どもが言
ったことを繰り返す手法は、カウンセラーが用いるラ
ポールの手法に近いものである。又、形容詞で褒める
ということはこの保育者が経験から導いた方法である。
(3)「周 りか らの評価 を気にすることで生 じる苦手意
識」
保育者U:
何それ。違 うよ、中央線はそんなんじゃないよ。」とか、
子どもは残酷なんです。友達に言われちゃったりすると、
「ああ、僕、絵嫌い、描きたくない。」ってなっちゃう。
へ
保育者Q=
父の日あたりの時期だったと思うんですね、その画用紙一
杯に顔を描いたんです。画用紙のほんと、下が3センチ位し
か余白が残ってなくて、そこから下のところに洋服としたら描
けないじゃないですか、でも下を青だったか、それが結局、
形として台形に塗り込ん旭 そしたらクラスの子達から「スカー
トをはいている。」って言われたことがあって。周りからの「上
31
手下手」じゃないけれど、そういうこともやっぱり印象に残るの
は確かだと思うし、幼稚園の頃って、やっぱり思ったことをぽ
んぽん普通に言うんです。だから私達も活動してる時に、気
づく、全部が全部気づくってことは難しいことなんですけど、気
づいた時に、その子なりにやっぱり、言われた子の方も前向き
に絵画に取り組んでいく、そこのところを大事にしていかないと
いけないかなと思ったりはします。
保育者X=
大体ちょっと絵が苦手な子に声をかけてる時っていう
のは、なんか私は1対1み たいな感 じで、他の子が来て
る時、「ちょっと待っててね、ちょっとお話 させてくれ
る?」って、私はその2人 の、その子との関係、その子
との空間を守る。そうすると守ってもらってるところで、
安心 して描けるっていうのもあるし、間違えちゃったら
また、描き直す事もできるとか、ちょっとこっちで練習
してみるとか、色んな方法で、あっ、ちょっと大丈夫か
もっていうような表情になってくるんで。
保育者u、Qは、他の子どもからの言葉によって子
どもが苦手意識をもつということを述べている。言剰西
を気にするあまり、描くことを躊躇する子どもがいる
のである。Qは、子どもが周りから指摘される場面に
出来る限り気づき、その場面でその子どもが前向きに
取り組めるよう支える必要1生があることを述べている。
保育者Xは 、個別に関わることで安心感を与え、結果
的に子どもの苦手意識が軽減することを示唆している。
「その子との空間を守る」という発言はこのX独 自の
ものではあったが、棚1」指導を行う保育者は他にもい
る。彼らは,、、冒'・にその子との空間を守り、子ども
に安心感を与え、少しでも自信がもてるよう子どもに
寄 り添っている。だが改めて自分の行為を振り返り言
語化してはいないのであろう。
以上のようにそれぞれのタイプの苦手意識に対して
保育者は子どもの発達の見通しを持ち、その発達に沿
った指導を行う姿が見られた。
(1)に関しては、「子どもが自信をもてたことをきっ
かけに変わる瞬間に気づく」でも述べられているよう
に、3歳頃、絵を描くことに消極的な子どもが 「自分
は自分」だと肯定的に捉えられるようになると、他の
活動と連動して描画活動も活発に行 うことを保育者は
挙げている。このタイプの苦手意識に対しては、個別
指導等で安心感を与え、技術面でのサポー トにより改
善するとしている。保育者は、この苦手意識は軽減が
比較的容易であると考えている。
(2)に関しては、「その子なりの描画活動の活発期や
「教育科学研究」第31号2017年3月
停滞期についての発達の見通しをもつ」の中でも述べ
られているが、早い時期から絵が描けている子どもは
4歳頃立ち止まり、周りの子どもの絵と自分の絵を比
較したり、自分自身で評価し自己完結することで委縮
し、描けなくなる傾向があることを保育者は捉えてい
る。自分の描画技能の未熟さに気づくということは、
自分が描いた絵をある程度客観的に一歩引いて見られ
るようになったあらわれである。この苦手意識に対し
て保育者の働きかけは3通 り挙げられる。1つめは、
子どもから自分の絵についての話を引き出す働きかけ
である。自分の想いを絵で表現することができずにい
る場合、ことばによる表現に置き換えさせて、子ども
の想いを引き出している。ことばによる気持ちの表出
がスムーズにいくことで、同じ表現活動である描画活
動も連動して活園 ヒすると考えている。2つめに、保
育者は子どもの気持ちをそのまま受け留め、更に子ど
もの想いと→致するような具体的な表現を用いて代弁
することで、「気持ちをわかって貰えた。」という子ど
もの満足感に繋げる働きかけである。3つめは一旦描
画活動から離し、他の活動で自己肯定感を高めること
で、結果的に描画活動の停滞期からの回復を促してい
る。
(3)の苦手意識についても、保育者は1対1の個男1脂
導を行い、その子どもと保育者だけの空間を確保する
ことが子どもに安心感を与え、自信の回復に繋がると
している。
IVまとめと今後の課題
本研究では、インタビューを通して保育者の描画指
導に内在する実践の枠組みをナラティブ分析によって
明らかにし、描画指導の在り方への示唆を得ることを
目的とした。横山(2012)が提唱したナラティブの重奏
化を参考に、浜谷(2013)の「代理性・指示性志向一反
代理性 ・活動性志向」「規範性 ・普遍1生志向一個男【}性・
私的志向」の二項対立的図式を包含するナラティブを
選択して分析 した結果、[身体的行為]としては 「自由
画を指導する」「課題画(経験画、観察画)を指導する」
「真似をする子どもを指導する」、「色を塗ることを指
導する」が抽出され、晴動的思考]として 「描画指導
は難しいと考える」、晴動がからんでいない思考]とし
て 「その子なりの描画活動の活発期や停滞期について
の発達の見通しをもつ」「子どもが自信をもてたことを
きっかけに変わる瞬間に気づく」が抽出された。保育
者の語 りから浮かび上がった保育者の指導の枠組みに
ついてまとめると以下のようになる。
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1.子どもの自由な描画活動を保障ナること
保育者が絵を評価する観点は、描画結果と描画対象
との類以陛を志向しつつも、子どもが評価の目から自
由になることを願っていることが覗える。保育者の言
葉がけに関しては細心の配慮が必要なだけでなく、子
どもが自由な遊び心をもっことができるような雰囲気
や環境をつくっておくことが大切であると考えている。
その為にはある程度の技術的なサポー トも必要である
と考えている。
2.その子なりの個性を認め、育くむこと
子どもの絵に立ち現われる時間の経過等、その子な
、りのス トー リーが展開される様子を的確に捉え、保育
者自身が楽しむ姿が見られる。真似つまり模倣に関し
ては、その子どもの個性と捉え、描き始めの抵抗感を
なくすという意味で、真似から入ることが有効なとき
があると考え、真似からその子どもの個性的な表現に
導くような指導が心がけられている。色を塗る指導で
は、塗り方次第で色々な形が浮かび上がったり、色の
組み合わせを楽しむ遊びが展開出来ることを目的とし
て、幾何学模様や曼茶羅模様を選び、子どもの色に対
する感性が育つよう配慮している。
3。自己肯定感が育つきっかけとなる、子どもが変わ
る瞬間を支えること
「自分は自分」だと肯定的に捉えられるようになっ
た子どもがそれまで描けなかった絵が描けるようにな
ったり、逆に絵が描けるようになると、他の活動も活
発に行えるようになるといった、子どもが変わる瞬間
を保育者は捉えている。その経験から、保育者は日常
生活の其々の活動と描画活動が密接に関係しているこ
とを実感し、描画活動は子どもの自己肯定感を育む可
能性がある活動として楽しく展開すべきであることを
示唆している。
4.子どもの描画活動に対する苦手意識に関しては、
発達の見通しを持つこと
保育者の語りから、子どもの描画活動に対する苦手
意識に関しては3種類の苦手意識が挙げられた。保育
者は、子どもの描画発達のどの時期に苦手意識が生じ
ているのかをまず的確に判断し、その苦手意識が何に
依るかを見極めた上で、子どもをどう支えるのか、判
断をしている。例えば同じ4歳であっても、描画活動
から一旦切り離し別の活動で自己肯定感が持てるよう
和田美輪 幼児の描画指導において保育者は自らの実践をどう捉えているか
支えるのか、或いはその子どもの想いをそのまま受け
留めて代弁するのかは、その状況に依存しているとい
える。子どもの苦手意識に対する彼らの認識は、子ど
もの姿から捉え方を学んできた経験に基づくものであ
る。その経験を基に、目の前の子どもにどう対処する
かは、その場その場に応じた保育者の瞬間の判断に依
っている。
以上、本研究で明らかになったことは、保育者は描
画指導の際、子どもの言動から内面を読み取ったり、
その場の状況、文脈に応じた指導が行えるよう配慮し
ている。又、子どもの描画過程、描画結果から、その
子なりの何かを捉えるということを大切にする指導を
行っている。例えばネガティブな見方をされる真似と
いう行為に関して保育者は、真似は倉1蜷へ繋がるもの
と肯定的なスタンスで子どもに接している。それは自
らの真似(模㈱ に対する意識を変えた結果ともいえる。
このような実践の枠組みは保育者が自分自身の、子ど
もへの接し方について省察した結果、気付き、導き出
せたものである。 日々 の保育を子どもの反応と自らの
実践とのフィー ドバックによって臨んでいることがわ
かる。
今回のインタビューでは、其々の保育者が自らの実
践を口々に 「日々当たり前のことを行っているだけ。」
と語っていたが、子どもが自己肯定感を持てる瞬間や、
ガードナーが述べるような子どもの複数の能力が連動
して開花する瞬糊を彼らは捉え、「溶けていく」「くっ
ついている」といった彼ら自身の言葉で表していた。
しかし子どもの変化が彼らの実践の中の理論によって
成されたものであるということに彼ら自身が気付いて
いるかどうかは明らかでない。保育者が自らの実践を
省察し、改めて言語1ヒしていく中で、保育者の実践の
枠組みが更に明らかになるといえよう。
研究者の役割は、横山が述べるように異なる個人に
よって意味づけられた多様な出来事についてのナラテ
ィブを 「一致」に基脳 ・て関連づけ、新たな語 りとし
て意味づけなおし、そこに内在する枠組みを明らかに
することにあるといえる。
その一方で、一致しない語りにも、その保育者独自
の指導観が内在 しているであろう。一致しなかった語
りについても分析し検討する必要がある。
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